
 

 

児童虐待防止対策の抜本的強化について （抜粋版） 

  

 （注）法・児童虐待防止対策を強化するための児童福祉法等の改正法案に盛り込む事

項 

   ※同法案は令和元年６月１９日に成立。 

 

○児童相談所と警察の連携強化  

・児童の安全確保に向けた警察と児童相談所との円滑な連携を強化するために、都道

府県等の児童福祉担当部局と都道府県警察が連携し、児童相談所への警察ＯＢの常

勤的な配置や警察職員の出向等を進める。このために必要な財政支援等の拡充を図

るとともに、警察における知識経験を活かした威圧的、暴力的な保護者への対応や

警察との連携に役割を果たせるよう配置等に関する活用方策をまとめて全国に周

知する。  

・児童相談所と警察との連携を強化するため、情報共有や連携に関する協定等の締結

を促すとともに、ケース検討や訓練等の合同研修を実施する。  

・緊急総合対策を踏まえた児童相談所と警察の情報共有を徹底し、情報提供を受けた

警察は、児童相談所の援助要請に応じた立入調査等への同行など、関係機関と連携

して迅速・的確に対応する。  

・警察において、児童虐待への対処を適切に行うことができるよう、各種研修等を通

じて対応力の強化に取り組む。 

 

○児童相談所において常時弁護士による指導又は助言の下で対応するための体制整備  

法・児童相談所が措置決定その他の法律関連業務について、常時弁護士による助言・指

導の下で適切かつ円滑に行うため、弁護士の配置又はこれに準ずる措置を行うもの

とする。  

・併せて、関係団体の協力も得た採用活動や研修の充実、弁護士に係る体制整備に必

要な財政支援等の拡充を図る。その際、より速やかに体制整備が図られるような支

援を行う。 

 

○児童相談所における医師・保健師の配置の義務化  

法・児童相談所に、医師及び保健師のいずれもの配置を義務化する。  

・併せて、関係団体の協力も得た採用活動や研修の充実、医師・保健師の配置や日常

的に医師とともに対応できる体制の整備について、必要な財政支援等の拡充を図る。

その際、医師等に係る児童相談所の体制整備と併せ、小児科医、精神科医、法医学

者など事案に即した専門性を有する医療関係者との連携体制の強化を図る。  

・医師などの医療関係者と児童相談所や市町村・要保護児童対策地域協議会における

情報共有や研修などによる連携体制を強化する。 

【別紙１】 


